（事例　４.５.２－１）

化学物質情報の種類

化学物質管理で使用している情報は多種存在する。情報内容を指定して要求しても、必ずしも要求したものを入手できるとは限らない。

入手した情報は制約があることを理解して、使用しなければならない。

また、ＲｏＨＳとＲＥＡＣＨの要求内容には含有率の管理方法が異なっていることに注意が必要である。



区分

内容



Ａ
ＡＩＳ（アーテクルインフォメーションシート）

Ｂ
ＪＩＧフォーム



Ｃ
ＭＳＤＳ　Ｐｌｕｓ



Ｄ
ＭＳＤＳ



Ｅ
仕様書



Ｆ
カタログ類（ホームページでの公表情報を含む）



Ｇ
他社の管理している情報



Ｈ
ＩＣＰなどの精密分析データ類



Ｉ
ＸＲＦなどのスクリーニングデータ



Ｊ
非含有証明書



Ｋ
ＲｏＨＳ適合証明書



Ｌ
不使用証明書



Ｍ
その他




























